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Ⅰ
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Ⅳ
文
化
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動
の
展
開
と
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主
支
配

開館時間 9：00～17：00（入館は16：30まで）
休 館 日 月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）
観 覧 料 伝承館／一般 210円（160円）
 大学生・高校生 160円（100円）
 中学生以下無料
 ※（　）内は20名以上の団体料金
 ※本宅別途100円

〒885-0055 宮崎県都城市早鈴町18街区5号 TEL0986-23-2116 FAX0986-36-4019

平成28年7月2日㈯～10月10日㈷
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　『
日
本
国
語
大
辞
典
』に
よ
る
と
、「
文
化
」と
は「
学
問
・
芸

術
・
道
徳
・
宗
教
な
ど
、人
間
の
精
神
の
働
き
に
よ
っ
て
つ
く
り

出
さ
れ
、人
間
生
活
を
高
め
て
ゆ
く
上
の
新
し
い
価
値
を
生
み

出
し
て
ゆ
く
も
の
」と
さ
れ
ま
す
。つ
ま
り
、文
化
は
人
び
と
の

生
活
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
も
の
で
、そ
の
地
域
の
特
徴
を
示

す
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
都
城
に
は
現
在
も
古
く
か
ら
庶
民
や
領
主
家
に
伝
わ
る
信

仰
・
祭
り
・
美
術
工
芸
品
な
ど
が
多
く
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
文
化
は
、人
び
と
の
く
ら

し
の
中
で
、歴
史
的
・
地
理
的
・
政
治
的
・
社
会
的
な
影
響
を
受
け
つ
つ
育
ま
れ
て
き
た
も
の
で

す
。ま
た
、そ
れ
ら
は
都
城
島
津
家
の
歴
史
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、現
在
伝
わ
っ

て
い
る
都
城
市
の
文
化
も
、都
城
島
津
家
と
こ
こ
で
く
ら
す
人
々
と
の
関
係
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。本
展
示
で
は
、地
域
固
有
の
文
化
形
成
の
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
、

都
城
島
津
邸
が
所
蔵
す
る
史
料
を
も
と
に
紹
介
し
ま
す
。

Ⅰ　都城の文化を探る
　本展示では、「文化」を「都城地域で人びとが生き抜いていく中でつくり出され伝えられてきた、
民俗・芸能、信仰、祭礼、道具など」と位置づけ、都城の文化について紹介していきます。
　都城には、今も田の神様（タノカンサア）や馬頭観音などの文化財、六月灯やあげ馬などの民
俗行事、さらに都城島津家にも美術工芸品といった多くの文化が伝わっています。これらは、人
びとのくらしの中で生まれてきたもので、都城の地理的・歴史的環境の影響を受けながら育ま
れてきました。
　そこで本展示では、こうした二つの観点から都城の文化の特
徴について探っていきたいと思います。

Ⅱ　都城盆地の人びとの文化
　都城地域は、地理的には都城盆地という内陸部の大きな盆
地に位置しているということ、また霧島連山との関係があります。
盆地は周囲を山々に囲まれ外部との交流が容易ではなく、その
内部で生活を完結するように努めるため、固有の文化が育ち、残りやすいという特徴があります。
また、都城では各所から霧島山を望むことができ、その聳え立つ秀麗な姿は人びとのくらしに大
きな影響を与えてきました。
　ここでは、こうした地理的特徴を帯びた都城独特の文化について、その代表的なものを紹介
します。

Ⅲ　島津領国に係る文化
　都城は「島津家発祥の地」といわれ、12世紀には
島津本家誕生の由来の地となり、14世紀の中頃から
明治維新まで都城島津家の領地として、島津とともに
歴史を歩んできました。したがって、島津家との関わり
が文化の形成に大きな影響を与えているといえます。
　ここではこうした島津との関係という歴史的特徴を帯びた文化について、庶民文化・都城領
主家の文化に分けて紹介します。

Ⅳ　文化活動の展開と領主支配
　都城の文化は、人びとが地理的・歴史的環境に影響を受けながらくらす中で形成され、伝
わってきたものです。その中には、タノカンサアや諏訪神社祭礼のような、領主支配と関わるもの
もありました。これらは、領主と領民の出会いの場ともなっていて、また村に居住していた郷士と
農民との協働の場でもあったのです。

http://www.city.miyakonojo.miyazaki.jp/shimazu/

〒885-0055
宮崎県都城市早鈴町18街区5号
TEL0986-23-2116 FAX0986-36-4019

都城島津邸 検 索

開館時間 9：00～17：00（入館は16：30まで）
休 館 日 月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）
観 覧 料 伝承館／一般 210円（160円）
 大学生・高校生 160円（100円）
 中学生以下無料

※（　）内は20名以上の団体料金
※本宅別途100円

高麗虎狩図屏風（宮崎県指定文化財）

ジャンカン馬踊り

田の神（高崎町谷川）

松梅孔雀図屏風

田の神（乙房神社）

久倫公諏訪御参詣記

あげ馬

玄武蒔絵鞍鐙

薩
摩
筒（
先
込
式
火
縄
銃
）

玉窓院像

島津久理像

清香院像

島津久茂像

庄内地理志（宮崎県指定文化財）
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